
第６学年 算数科学習指導案

日 時 平成 23年 10月７日（金） ６校時

児 童 ６年１組 （男８名 女 15 名 計 23 名）
授業者 伊藤 直登

１ 単元名 速さ「速さの表し方を考えよう」（東京書籍 新しい算数６上 ｐ.82～ 93）

２ 単元について

（１）教材について

本単元で扱う「速さ」は，学習指導要領には次のように位置づけられている。

第６学年 B量と測定
（４）速さについて理解し，求めることができるようにする。

異種の２量の割合については，第５学年「単位量当たりの大きさ」において，「混み具合」や「人口

密度」などを学習している。本単元では，異種の２つの量の割合である「速さ」について理解し，求

めることができるようにすることがねらいである。

「速さ」は距離と時間という異種の２つの量の割合としてとらえることのできる数量である。既習

の内容に照らし合わせ，公倍数の考え方や単位量当たりの考え方を活用し，時間をそろえたり距離を

そろえたりして数量をつくり出していく。時間をそろえた場合には距離の数値の大きさで，距離をそ

ろえた場合には時間の数値の大きさで「速さ｣を判断する。その上で，単位量当たりの大きさの見方を

活用した方が思考が節約できることや，測定は数値の大きい方が「長い」「多い」「重い」としてきた

既習の考え方に統合できる点から，速さを表す方法は単位時間当たりに進んだ距離で表すことが一般

的であることをおさえていく。速さから道のりや時間を求める方法については，単位量当たりを意識

させるために，数直線を利用して解決の手立てとする。時間についての単位変換をする際には，分数

を活用する。また，速さが一定のときの時間と道のりの関係を比例関係としてとらえるために，文字

式を利用したり，表を利用したりする。本単元の最後では，単位量当たりの考えを用いて，「作業の速

さ」について考える。日常生活の中で単位量当たりの考えが活用されている場面に目を広げて，その

理解を深め，その考えのよさに気づかせるようにする。

（２）児童について

普段の授業の様子からは，ほとんどの児童が課題に対し一生懸命取り組んでいる。自分の考えを自

分なりの表現で記述できる児童も増えてきている。

学習意識調査からは，「自分の考えと比べながら友だちの考えを聞いている」の項目に対しての肯定

的意見が多く，学び合いに対する意識が向上していることが分かる。しかしながら，自分の考えを積

極的に発表しようとする児童は一部の児童に限られているのが現状である。そこで，誰の考えがきっ

かけとなって，他の児童もその考えにかかわり，自分なりの考えを表出していけるような手立てを組

み指導している。

レディネステストの結果は，以下のとおりである。

設問 問題内容 問題のねらい 正答率（％）

１ どちらの公園が混んでいますか。 ・単位量当たりの大きさを用い

面積（㎡） 人数（人） て，混み具合を比べることができ （式）９６

北公園 ４００ ５０ るか。

南公園 ５００ ６０ （答）７４



２ １ｍ当たりの重さが７ｇの針金を使って，工作をし ・単位量当たりの大きさから，全 （式）９６

ました。できた作品の重さは５９．５ｇでした。針金 体量を求めることができるか。

を何ｍ使いましたか。 （答）８７

３ ガソリン１Ｌ当たり８．４ｋｍ走る自動車と，１５ ・単位量当たりの大きさから，全 （式）７４

ｋｍ走る自動車があります。同じ道を２１０ｋｍ走り 体量を求めることができるか。

ました。使ったガソリンは，合わせて何Ｌですか。 （答）４３

４ 誰が一番速いでしょうか。 ・単位量当たりの大きさを用い

未習 きょり（ｍ） 時間（秒） て，速さを比べることができるか。（式）６５

さとし ５０ ８

まな ６０ ９

ひろし ６５ １０ （答）４３

５ 時速８０ｋｍで走る自動車があります。この自動車 ・「時速」の意味を知り，速さと （式）６５

未習 は，３時間で何ｋｍ進みますか。 時間から道のりを求めることがで

きるか。 （答）６５

設問１の結果を見ると，式より答えの正答率が低いことから，計算結果の数値の意味を正しく理解

できていないことが分かる。単位量とする量を被除数として立式することはできても，数値の大小の

意味を式の意味から判断することができていない。異なる２量を単位量当たりにそろえて比べる考え

方は，本単元において重要な既習事項である。計算結果の表す意味の理解を確かなものにするために

も，単位量当たりの考え方をもう一度確認しておく必要がある。

（３）指導にあたって

本単元では，距離と時間という異種の２つの量の割合でとらえる量「速さ」をつくり出し，その量

の比べ方や表し方について理解できるように指導にあたる。

児童は第５学年「単位量当たりの大きさ」の単元において，「混み具合」「人口密度」「収穫量」など

を「量」としてとらえて学習してきた。本単元で学習する「速さ」は，「混み具合」と同様，異種の２

量の割合で表される量である。

児童にとって，「長さ」「重さ」「面積」「体積」など，大小を感覚的につかめるものは「量」として

とらえるのはさほど難しくないと思われる。しかし，「速さ」の場合，距離と時間の２つの量に着目す

る必要があることや，２量のうちの１つが実際には目に見えない｢時間｣であるということなどから，

「量」としての把握を難しくしている。本単元での導入では，速いとはどんなことか，速さは何によ

って決まるものなのかを十分に話し合わせ，「速さ」とは距離と時間によって決まることに気づかせた

い。速さについては，（速さ）＝（長さ）÷（時間）という式で表されるが，単に公式を覚えるのでは

なく，単位量当たりの考えを活用して数量関係を数直線に表すことで，式の意味，求められた数値の

意味について理解が深まるようにしたい。単元を通して第５学年で学習した「単位量当たりの大きさ」

において学んだ過程をもう一度経験させながら，「速さ」の理解を確実なものにさせたいと考える。

（４）単元構想図 別紙参照

（５）研究内容とのかかわり

既習の単位量当たりの大きさで用いた数直線を活用し，速さと時間と距離の関係をより深く理解で

きるようにする。そのために，形式的に公式を覚えて求めるのではなく，学び合いの場面において，

問題文，数直線，式，求めた数値を結びつけ，考え方や方法を交流することによって，式の意味，速

さの意味をより深く理解できるようにする。



３ 教材の関連と発展

第５学年 第６学年 中学（１年）

⑦単位量当たりの大きさ ⑧速さ（本単元）） ・比例，反比例

・平均の意味とその求め ・単位量当たりの大きさの考えを使った (式，グラフ)

方，用い方 速さの比べ方

・単位量当たりの大きさの ・速さの意味とその求め方

考えとその用い方 (時速・分速・秒速)

・速さに関する公式

②直方体や立方体の体積 ・時間と道のりの関係(比例)

⑪四角形と三角形の面積 ・仕事の速さ

⑬正多角形と演習の長さ

・簡単な場合の比例 ⑪比例と反比例

・比例と反比例の意味とその性質

・比例と反比例のグラフ

４ 本時の目標と展開

（１）目標

・単位量当たりや公倍数の考えを用いて，速さの比べ方を考える。

（２）研究内容とのかかわり

本時で扱う「速さ」を比べる方法は，第５学年の「単位量当たりの大きさ」の「混み具合」の考え

方が生かされる。「混み具合」では，人数と面積という異なる量を関連させて混み具合を数値化した。

一方をそろえる考え方が何であったか（公倍数，単位量当たり）を想起させるために，見通す場面に

おいて，時間と距離を数直線に書き表すことで，２量の関係を視覚的にとらえやすいようにする。ま

た，学び合いの場面では，速さを数値化した結果を発表するが，適宜他の児童に続きを説明させたり

要約させたりするなどの活動を取り入れ，発表者の思考過程を共有できるような展開にしたい。

（３）展開

段 学 習 活 動

階 ○主な発問 ・児童の反応 支援，留意事項，教具など 【評価】

導入

つ

か ・速さとは距離と時間の２量で決定される

む ・走った距離が分からないので比べられない。 ことを確認する。

・速さを比べるには，時間と距離が必要。

１ 問題把握 ・最初は問題文で考えさせる。

Aさんは，４０ｍ走るのに８秒かかります。
Bさんは，同じ距離を９秒で走ります。
Cさんは，９秒で５０ｍ走ります。
３人の速さの順番はどのようになっているので
しょう。

どちらが速いでしょう。
ボルト： １００ｍ ９秒５８

野田小 R君： ７秒７０



○誰が一番速そうですか。

・Aさんかな。８秒で走っているから。
・でも，Cさんは，走った距離が長い・・・。

・表に整理し数値で比較できるようにする。

○表に整理しながら考えてみましょう。

・A さんと Bさんでは，走った距離が同じで，A
さんの方がかかった時間が少ないから A さんの
方が速い。

・B さんと C さんでは，かかった時間が同じだか
ら，走った距離が長い Cさんの方が速い。

・３人を同時に比較するのではなく，２人

ずつ比較する。比較しながら表にまとめ

ていく。

・「距離が同じときは，時間で比べる」「時

間が同じときは，距離で比べる」ことを

確認する。

・数量の関係を数直線で表し，比例関係が

○ Aさんと Cさんについてはどうですか。 内在していることを示す。

・時間も距離も違うので，すぐには比べられない。

２ 課題把握

10
分

３ 見通し

○どうしたら比べられるでしょう。

や ・混み具合を比べたときもどちらかをそろえた。

っ ・時間をそろえて距離で比べる。

て ・距離をそろえて時間で比べる。

み

る ４ 自力解決

〈期待される反応例〉

※時間をそろえる方法

ア．１秒当たりの走った距離で比べる。 ・距離か時間のどちらかをそろえるために

A ４０÷８＝５ｍ は，既習事項のどのような考え方を活用

C ５０÷９＝５．５５・・・ｍ すればよいのか自力解決を促す。

１秒当たりの走った距離は，C さんの方が長いから
Cさんが速い。

走った距離とかかった時間

距離（ｍ）時間〈秒）

A ４０ ８

B ４０ ９

C ５０ ９

時間も距離も違う場合の，速さの比べ方を考

えよう。

0 8 （秒）

A

0 40 （ｍ）

0 9 （秒）

C

0 50 （ｍ）

《仮説１》

「混み具合」で学習した公倍数の考え方

や単位量当たりの考え方が想起できるよ

うに，数直線を活用させ解決方法の見通

しをもたせる。



イ．時間を公倍数の７２秒にそろえて，走った距離

で比べる。

A ８×９＝７２（秒） ・計算結果の数値が，「１秒当たり」なのか

４０×９＝３６０（ｍ） 「１ｍ当たり」なのか分からなくなる児

C ９×８＝７２（秒） 童も出てくると予想される。計算結果の

５０×８＝４００（ｍ） 数値については，単位を意識させるよう

７２秒当たりの走った距離は，C さんの方が長いか にしたい。

らが Cさんが速い。

※距離をそろえる方法

ウ．１ｍ当たりのかかった時間で比べる。

A ８÷４０＝０．２（秒）

C ９÷５０＝０．１８（秒）

１ｍ当たりかかった時間は，C さんの方が短いから
10 Cさんが速い。
分

エ．距離を公倍数の２００ｍにそろえて，かかった

時間で比べる。

A ４０×５＝２００（ｍ）

８×５＝４０（秒）

C ５０×４＝２００（ｍ）

９×４＝３６（秒） 【関】速さの比べ方を，単位量当たりの大

２００ｍ当たりかかった時間は，C さんの方が短い きさの考えを用いて考えようとしている。

から Cさんが速い。

５ 学び合い

た ・発表者は，計算結果の数値について求めた数はど ・理解しがたいと思われる場合は，適宜補

し ういう意味なのかを説明する。 足する。

か ・それぞれの考え方について話し合う。

め ・発表者が考えた式や求めた数値が何を意

る 味するものなのかを適宜数直線に表し確

認したい。

20
分

【考】単位量当たりの大きさの考えを基に，

速さの比べ方を式を用いて考え，説明し

ている。

《仮説２》

発表者の思考過程を共有できるように

適宜聞き手に続きを説明させたり，要約

させたりする。



６ まとめ

ま

と

め

る

５

分

７ 適用

○時間か距離をそろえる方法で練習問題を解いてみ

ましょう。

８ 次時の予告

（４） 板書計画

（５）評価

【関】速さの比べ方を，単位量当たりの大きさの考えを用いて考えようとしている。

（発言・観察・ノート）

≪十分満足と判断される状況≫

・既習の単位量当たりの考え方や公倍数の考え方を活用し，距離か時間のどちらかをそろえて「速

さ」の判断ができる。

≪努力を要する状況の児童への手立て≫

・「混み具合」の問題場面で数値をそろえた考え方を示すことによって，距離か時間をそろえられる

よう支援する。

【考】単位量当たりの大きさの考えを基に，速さの比べ方を式を用いて考え，説明している。

（発言・観察・ノート）

≪十分満足と判断される状況≫

・速さの比べ方を式を用いて考え，計算結果の数値の意味を数直線図などを用いて説明できる。

≪努力を要する状況の児童への手立て≫

・計算結果の表す意味について，速さを決定する距離と時間の関係を想起させ考えさせる。

速さを比べるには，時間か距離のどちらかを

そろえて比べる。

時間をそろえたとき：距離の長い方が速い

距離をそろえたとき：時間の短い方が速い

今日の問題

表

数直線

課題 まとめ

児童の考え

適用問題

どのラジコンカーが速いでしょう。

ラジコン 距離（ｍ） 時間（分）

A ４０ ５

B ３０ ４

C ３０ ５


